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矢口新の「実践！ＦＸディーリングルーム」 

第10回 

転換点の見極め 
～相場の真髄～ 

１．テクニカル分析を理解すれば 
  テクニカル指標はいらない 
 
２．素のチャートに帰る 
  型に振り回されない実戦を学ぶ 
 
3 ．谷越えを待って買い、山越えを待って売る 
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１．フラクタルの理解 

チャートはどの時間軸でもよく似ている 

時間軸：チャートはフラクタル（自己相似性を持つ） 

週足 

日足 

分足 

時間足 

どの時間軸でも山越え、谷越えが狙える 
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１．トレンドライン 

方向性がある 方向性がない 
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１．トレンドライン 

ライジングウェッジ下抜け 

トレンドライン上抜け 

パラレルライン 

三角保合上抜け 

支持線 

抵抗線 
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１．ゴールデンクロスとデッドクロス 

5日移動平均線 

13日移動平均線 

DC 

DC 

DC 

DC 

DC 

DC 

DC 

GC 

GC 

GC GC 

GC 

GC 
GC 

価格感応度 ＝ 短期線は長期線に先行する 

ゴールデンクロスは谷越確認 
デッドクロスは山越確認 
として使うことができる 
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１．移動平均線と山越え、谷越え 

ここで買って 

ここで売る 

トレンドがあると 
山越え、谷越えが機能する 

確認に時間をかけると保合ではコスト割れ？ 
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１．パラボリック 

ＳＡＲ 

ロング維持 

ショート維持 

転換点を見極めてポジションを入れ替え 

保合ではコスト割れ！ 
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１．ボリンジャー・バンド 

スクイーズ 

ボージ 

価格がミッドバンドの上： 
上昇トレンド 

＝バンドウォーク 

価格がミッドバンド
を挟んで上下＝保合 

スクイーズは保合放れを示唆 
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１．一目均衡表 

各線が煮詰まっている 

26日前 

一目均衡表の各線が煮詰ま
ると保合離れを暗示する 
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１．酒田五法の買い足 

値動きをイメージすれば強弱が分かる 
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１．酒田五法とフラクタル 

高値 

寄値 

終値 

安値 

高値 高値 高値 高値 高値 

安値 安値 安値 安値 安値 

寄値 

寄値 

寄値 

寄値 

寄値 

終値 終値 

終値 

終値 

強いか、弱いか、日中の値動きをイメージする 

終値 

分かりにくい時は、時間軸を伸縮させる 
足を合わせて強弱を知る 
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１．指数平滑移動平均線（ＥＭＡ） 

指数平滑移動平均線（ＥＭＡ）は、加重移動平均線（ＷＭＡ）と同様 
直近の価格により大きな比重をかけることにより 
移動平均線の持つ遅行性を解消しようとしたもの 

 
ＷＭＡの過去の数値にかける比重が直線的に（５、４、３、２、１と） 

減少するのに対し 
ＥＭＡでは平滑定数を掛けることにより 

放物線上になだらかに減少する 
 

期間的には 
ＥＭＡのほうが、直近にかかる比重が高くなるのでより短くなる 

加重移動平均線 指数平滑移動平均線 

直近に近い価格により多くの比重をかける 直近に近い価格に加速度的に 
多くの比重をかける 
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１．ＭＡＣＤ 

26EMA 

13SMA 

12EMA 

8SMA 

シグナルライン：MACD(=12EMA-26EMA)の9SMA 

B1 

S2 

S1 B2 
B1 GC 

S1 
S2 

GC 

B1 

GC B2 

GC 

GC 

DC 

DC 

DC 

DC 

MACD(Moving Average Convergence Divergence ) 
２本の3.5指数平滑移動平均線(EMA)が 

近付いたり、離れたりすること 

S1 

S2 

指数平滑移動平均線(EMA)は 
より短期の単純移動平均線(SMA)と同じもの 
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１．テクニカル指標を理解する 

テクニカル指標は自転車の補助輪 

初心者には役立つが、邪魔になる 



Copyright © 2015 投資の学校 All Rights Reserved. 

２．素のチャートに帰る 

谷越え 

山越え 

転換点を見極める！ 

型に振り回されず、値動きに従う 
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２．ＫＩＳＳアプローチ 

Keep It Silly Simple 
 
 

「簡単に、単純に考える」羽生 善治 (PHP文庫)  
 

勝者は、複雑なものの考え方をしない！  
 

情報は「選ぶ」より「捨てる」 
 

この手はありえないと、瞬間的に消していく 
 

シンプルに考えることが勝負に勝つ直感を呼び覚ます 
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３．タペストリープライスアクション理論 

市場価格はなぜ動くか？ 
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３．タペストリープライスアクション理論 

トレンドとボラティリティ 
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３．タペストリープライスアクション理論 

価格がすべての拠り所 
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３．タペストリープライスアクション理論 

市場価格はなぜ動くか？ 

トレンドとボラティリティ 

価格がすべての拠り所 
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３．ＴＰＡ理論：最も効率的な運用 

 ＴＰＡ理論で導かれる最も効率的な運用 
すなわち、時間効率的に最大の値幅を確保する運用は 

時間制限のある（投機的）売買が 
完結しつつあるのを見極めることで得られる 

 
  

このことは、相場の行き過ぎからの反転を見極めること 
「谷越えを待って買い」、「山越えを待って売る」ことを意味する 

  
 

「谷越えを待って買い、山越えを待って売る」ためには 
テクニカル分析を学び 

絶好のタイミングを捉える訓練をすることが重要なのだ 
 
  

この時、出来高を伴っていると、その信頼性が高まるといえる 
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３．運用イメージ①：縦糸戦略 

P

t
プライスロング（下髭ロング）

P

t
プライスショート（上髭ショート）

Vol

t

ボラティリティ（投機資
金流入）へのショート

ボラティリティショート ボラティリティの増加を伴う下落（投機資金によ
る下落）にはロングで逆張りする。

ボラティリティの増加に伴う上昇（投機資金に
よる上昇）にはショートで逆張りする。

ボラティリティの急上昇は 
投機資金の流入を示す 

 
ボラティリティを伴った 
価格の急変化後には 

投機資金の反対売買が予測できる 

プライスロング 

プライスショート 



Copyright © 2015 投資の学校 All Rights Reserved. 

３．運用イメージ②：縦糸戦略と確率 

縦糸戦略では、 
ほとんどの銘柄がある地点 
（例えば２σ）で反転する 
ことを期待して逆張りする 

 
TPA理論では、 

この２σ（行き過ぎ）での反転は
投機資金の反対売買により 

起きると考える 
 

リスク管理として 
一律的なストップロスを行う 

 
行き過ぎを判断するのに 
必ずしも２σや３σを用いる 

とは限らない 

正規分布想定の標準偏差と
現実の株式市場 

緑色線は正規分布を想定した標準偏差 
黄色線は現実の株式市場 

矢印は縦糸戦略による逆張り 
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３．運用イメージ③：横糸戦略 

P

t

価格のトレンドを伴う、ボラティリティの減
少の後のボラティリティの上昇に順張り
する。
投資資金によるトレンドへの順張りだが、
ボラティリティがあがり始めたところに乗
ることで効率的な運用となる。

プライスロング
（トレンドへの順張り）

トレンド（投資資金）への順張りとなるが、
ボラティリティが上昇し始めたところに乗
ることで単なる順張りに比べ、効率良い運
用が期待できる。

P

t

Vol

t

ボラティリティのロング

プライスロング 

プライスショート 

ボラティリティロング 

トレンドに伴う 
ボラティリティの減少は 
投資資金の存在を暗示する 

 
その後に 

ボラティリティの上昇が伴うと 
トレンドに沿った動きが継続する 
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３．運用イメージ④：横糸戦略と確率 

横糸戦略では 
投資資金によるトレンドに乗る 

 
トレンドに 

投機資金が加わることにより 
「行き過ぎ」の状態が出現する 

状況を期待する 
 

トレンドを取りに行くため 
損小利大を目指す 

トレーリングストップを用いる 
 

縦糸・横糸両戦略は 
損益相殺となる懸念があるが 
個別銘柄の行き過ぎを捉え 
ストップロスを用いるので 
損益は相殺されない 

正規分布想定の標準偏差と
現実の株式市場 

緑色線は正規分布を想定した標準偏差 
黄色線は現実の株式市場 

矢印は横糸戦略による順張り 
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３．最も効率的な運用 

ゼネラル・エレクトリック（ＧＥ）2000年６月～2010年６月 

出来高に 
注目！ 

波動を取る！ 

山越え、谷越え、 
転換点を見極める！ 

投機の行き過ぎからの反転を捉える 
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３．転換点の判断の一例 

ダブルトップ 

首吊り線 

首吊り線 上髭 

ダブルボトム・下髭 

フォーリング・ウェッジ上抜け 

ライジング・ウェッジ下抜け 

出来高 

トレンドライン上抜け 

安値切り上がり 

波動を取る！ 

山越え、谷越え、 
転換点を見極める！ 

日経平均日足 
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３．リスク管理：谷越確認の買いの損切り 

谷越確認で買うと 
根拠となった谷の底抜けが 

損切りのポイント 

損切り 
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３．リスク管理：山越確認の売りの損切り 

山越確認で売ると 
根拠となった山の上抜けが 

損切りのポイント 

損切り 

損切り 
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３．リスク管理：利食いと損切り 

利益が他のトレードの 
リスクをカバーする 

月間目標2.5％：毎月 
運用資金￥100,000 → ￥2,500 

損切り 
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３．転換点の見極め 

日足 

時間足 

1分足 

10分足 

どの時間軸でも山越え、谷越えが狙える 


